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※イベント内容は、天候や都合により変更することがあります。写真はこれまでの様子です。

Ⓒ2014 テレビ朝日・東映AG・東映

【日  時】
　9月21日（日）
　午前11時30分～

【場  所】
　山陽ふれあい公園体育館

烈車戦隊トッキュウジャーショー
観覧
無料

※ショー終了後、お手持ちのカメラによる
撮影会を実施します。

＜メインアリーナ＞
　◦ぬりえコーナー　◦自転車をこいでガシャポンＧＥＴ！
　◦スポーツ体験コーナー　◦酒酔い疑似体験
　◦自転車シュミレーション体験　◦液状化実験コーナー  など

＜フィットネスアリーナ＞
　◦巨大段ボール迷路　◦交通安全免許証作成
　◦オリジナル反射材作成　◦防犯ブザーデコレーション
　◦パネル展示　など

＜屋　外＞
　◦パトカー、白バイ、消防車などの車両展示
　◦薬物乱用防止コーナー　◦キッズ救護・防火服撮影コーナー  など

■日　時／9月21日（日）
　　　　　午前10時～午後2時
■場　所／山陽ふれあい公園体育館
■参加費／無料

●問い合わせ先／本庁くらし安全課 ☎955-2650

あかいわ キラリ★安全フェスティバル

＜メインステージプログラム＞
◦午前10時
　開　会
　秋の交通安全県民運動出発式
　交通安全標語最優秀作品表彰
◦午前11時30分
　烈車戦隊トッキュウジャーショー

〜 守りたい、大切な命。 〜

イベント内容

＜実施期間＞
　9月21日㈰～30日㈫までの10日間
＜スローガン＞
　「いそぐほど きけんは近くに やってくる」
　あかいわキラリ★安全フェスティバルでの出発式を
　皮切りに市内各地域で啓発活動を行います。

平成26年秋の交通安全県民運動
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・午前10時～10時30分
・午前10時30分～11時
・午前11時～11時30分
・午前11時45分～午後0時30分
・午後0時30分～1時
・午後1時15分～1時45分
・午後1時45分～2時15分
・午後2時15分～3時
・午後2時15分～2時45分
・午後2時45分～3時15分
・午後3時15分～4時

■日　時／9月21日（日）
　　　　　午前10時～午後4時
■場　所／山陽ふれあい公園

●問い合わせ先／本庁環境課 ☎955-5347

あかいわ動物ふれあい
フェスティバル２０１４

イベント内容

■主　催／赤磐獣医師会
　　　　　（（公社）岡山県獣医師会東備支部）
■共　催／赤磐市狂犬病予防連絡協議会
　　　　　（公財）岡山県動物愛護財団

ビンゴゲーム
動物○×クイズ
愛犬とのふれあいゲーム
警察犬の模範演技
災害救助犬の模範演技
ビンゴゲーム
動物○×クイズ
盲導犬体験
愛犬とのふれあいゲーム
犬のふれあい方教室
犬のしつけ教室

ふれあいミニ動物園、
わが家のペット写真展、

園児の動物の絵展、
ペット何でも相談、

動物風船作り方教室
などもあるよ!

●問い合わせ先／本庁くらし安全課 ☎955-2650

■日　時／9月13日（土） 午前11時～
■場　所／赤磐特産館アグリ
■主　催／赤磐餅つき隊、赤磐市、赤磐警察署、赤磐商工会

交通安全を願い、信号と同じ赤・青・黄の3色の餅をパック詰めした「信号もち」を配布します。
また、赤磐商工会女性部による交通安全啓発品の配布も行います。

交通安全を願い「信号もち」を配布します

※イベント内容は、天候や都合により変更することがあります。写真はこれまでの様子です。
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■日　時／9月27日（土）
　　　　　午後1時30分～3時45分
■場　所／中央公民館2階大集会室

ふるさと歴史セミナー・赤磐市歴史まなび講座「古代の備前国」第４回

「国分寺と国府」

■参加費／無料
■定　員／200人（事前申込不要、先着順）
※講演の前に、市職員からの「古代の赤磐」についての報告があります。

●問い合わせ先／教育委員会社会教育課文化財班 ☎955-0710

■講師／大橋　泰夫 さん
　　　　（島根大学法文学部 教授）

下野国分寺跡の発掘調査をはじめとした古代官
か ん が

衙、
寺院研究のスペシャリスト。考古学からみた全国的
な国分寺研究のなかで備前国分寺を位置づける。

■日　時／11月3日（月・祝）
　　　　　午前9時～午後3時
■場　所／赤坂ファミリー公園多目的広場

あかいわ祭り ＜出店団体募集＞

“あかいわ再発見！ いいまち いい人 美味いもの”

■募集団体数／25団体
■申込方法

申込書に必要事項を記入の上、実行委員会事務局（本庁商工観光課）にお申し込みください。
※出店要項と申込書は市ホームページからダウンロードできます。

■申込期限／9月19日（金）

●問い合わせ・申し込み先／あかいわ祭り実行委員会事務局（本庁商工観光課内） ☎955-6175

　『あかいわ祭り』では、会場内を盛り上げてくれる
出店団体（各種団体、自治会など）を募集しています。
今年度は「あかいわ再発見！ いいまち いい人 美味
いもの」をテーマに開催しますので、自慢の料理とと
もに出店者の元気をＰＲしてみませんか。
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■日　時／10月26日（日）
　　　　　午前10時～正午
■場　所／熊山ふれあいセンター

児 童 虐 待 防 止 講 演 会
～ 一緒に考えませんか。あなたの子育て。 ～

■対　象／市内在住・在勤の人
■定　員／120人
■参加費／無料
■その他／託児があります。託児が必要な人

は申し込み時に必ずお伝えください。

●問い合わせ・申し込み先／本庁子育て支援課 ☎955-2635

　昨今、児童虐待に関するさまざまな事件についてテレビや新聞で目や耳にすることが
増えています。このような中、赤磐市でも児童虐待の相談件数が年々増加し、深刻
な問題の一つとなっています。
　そこで、児童虐待を少しでも防ぐために、子どもの特性を正しく理解し、子
ども一人ひとりに合った適切な子育てについて勉強してみませんか。発達障
害分野の権威である門医師をお招きし、しつけ、不登校、発達障害をめぐる
さまざまな問題をテーマに講演会を開催します。ぜひ、ご参加ください。

■講師／京都市児童福祉センター 副センター長

門
か ど

　眞
し ん い ち ろ う

一郎 さん
（児童精神科医）

■申込方法
事前申込（申込書の持参もしくはメール、ＦＡＸ）
※申込書は、本庁子育て支援課窓口または、
　各支所健康福祉課窓口にあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。

■申込期限／10月14日（火）

■日　時／①9月23日（火） 午前10時～正午
　　　　　②12月6日（土） 午前10時～正午
■場　所／山陽総合福祉センター2階
　　　　　（河本778-1）

保護者交流会「つながる」に参加しませんか？

■対　象／子どもの発達に悩みを抱えている市内在住の人
■定　員／30人　　■参加費／無料（お茶代・お菓子代は実費）
■申込方法／事前申込 ※申込書は、本庁社会福祉課窓口または各支所健康福祉課窓口にあります。

■申込期限／①9月16日（火） ②11月28日（金）

●問い合わせ・申し込み先／本庁社会福祉課 ☎955-1115

　ピーチネットあかいわ（東備自立支援協議会 赤磐市
ワーキンググループ）では、子どもの発達に悩みを抱えて
いる保護者を対象に、交流会を開催しています。日ごろの
思いや悩みを話し合うことで、心をリフレッシュしません
か。ぜひ、ご参加ください。

門前池

山陽総合
福祉センター

砂
　川

山陽
5丁目

案内標識
浄化
センター 交番

共撰場

赤磐
市役所
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情報ボックス
INFORMATION BOX

受験種目 対象者 受付期間 試験日

防衛大学校

推薦

高卒（見込含）21歳未満
の、成績優秀かつ生徒会
活動などに顕著な実績を
納め、学校長が推薦でき
る人（学校長の推薦など
が別途必要）

9/5～9/9 9/27・28

総合
選抜 高卒（見込含）21歳未満の人 9/5～9/9

1次　9/27

2次　11/1・2

一般
（前期） 高卒（見込含）21歳未満の人 9/5～9/30

1次　11/8・9

2次　12/9～13

一般
（後期） 高卒（見込含）21歳未満の人 H27.1/21～1/30

1次　H27.2/28

2次　H27.3/13

防衛医科大学校
医学科学生 高卒（見込含）21歳未満の人 9/5～9/30

1次　11/1・2

2次　12/17～19

防衛医科大学校
看護学科学生 高卒（見込含）21歳未満の人 9/5～9/30

1次　10/18

2次　11/29・30

※入校は平成27年4月上旬の予定です。

　

防
衛
省
で
は
、
左
表
の
と
お

り
、
平
成
26
年
度
各
種
自
衛
官

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
自
衛
隊 

岡
山
募
集
案
内
所

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）２
８
２
４

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/okayam

a/

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
・
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

赤
磐
市
消
防
本
部
の
応
急
手

当
指
導
員
が
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
数
の
場
合
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署 

北
出

張
所
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
９
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

平
成
27
年
２
月
15
日
㈰
開
催

の
朗
読
会
で
、
①
永
瀬
清
子
の

詩
を
朗
読
す
る
人
、
②
永
瀬
清

子
作
詩
の
合
唱
曲
を
合
唱
す
る

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　
永
瀬
清
子
の
詩
が
好
き
な
人
、

朗
読
や
合
唱
に
興
味
が
あ
る
人

な
ど
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象

①
朗
読
出
演
者
／
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤

②
合
唱
出
演
者
／
市
立
公
民
館

の
登
録
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
桜

が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ

■
定
員

①
朗
読
出
演
者
／
２
人
程
度

（
グ
ル
ー
プ
参
加
の
場
合
は

１
グ
ル
ー
プ
）

②
合
唱
出
演
者
／
１
グ
ル
ー
プ

■
申
込
期
限
／
９
月
30
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
熊
山
分
室

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課……………☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷税務課市民税班………☎ 955-0951

　▷市民課市民サービス班…☎ 955-1112

　▷協働推進課……………☎ 955-4783

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷環境課…………………☎ 955-5347

　▷上下水道課……………☎ 955-2942

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷学校教育課……………☎ 955-0972

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●議会事務局………………☎ 955-2945

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

第
18
回
朗
読
会「
永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界
」市
民
出
演
者
募
集

●
募
集

自
衛
官
等
募
集
に
つ
い
て
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ラ
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館
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レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

　地域の人たちと連携をし、実際の職場で仕事をする中で勤労の尊さ
や意義を理解し、将来の進路決定に向けての意欲を高め、積極的に中
学校生活を送るようになることを目指して、市立中学校２年生４17人が
この秋、各事業所でさまざまな活動をし、汗を
流します。一生懸命働く中学生に温かい励ま
しの言葉をお願いします。

◦高 陽 中 学 校／11月1８日㈫～21日㈮
◦桜が丘中学校／ ９月１0日㈬～１2日㈮
◦赤 坂 中 学 校／１０月２8日㈫～31日㈮
◦磐 梨 中 学 校／１１月１3日㈭、 14日㈮、 17日㈪、 １８日㈫
◦吉 井 中 学 校／１１月１1日㈫～１3日㈭
　また、この事業を実施するにあたり、生徒たちを積極的に受け入れて
くださいます事業所の皆さんには大変お世話になります。生徒一人一
人がたくましく成長できますようご支援をよろしくお願いします。

【問い合わせ先／教育委員会学校教育課】

岡山チャレンジ・ワーク１４地域で学ぶ！！

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
料
理
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
つ

く
る
と
苦
手
な
も
の
も
食
べ
ら

れ
る
か
も
。

■
日
時
／
①
９
月
25
日
㈭ 

②
９

月
30
日
㈫ 

③
10
月
３
日
㈮

※
希
望
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
各
回
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
熊
山
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー 

調
理
室

■
定
員
／
各
回
10
組
（
先
着
順
）

■
対
象
／
２
〜
４
歳
児
と
そ
の

保
護
者

■
申
込
開
始
日
／
９
月
１
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康

福
祉
課

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修

了
し
た
人
や
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
地
域
の
手
話
活
動
の
情

報
交
換
や
、
手
話
の
再
学
習
が

で
き
る
学
習
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
６
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
中
央
公
民
館 

３
階
展

示
講
座
室

■
参
加
費
用
／
無
料

■
申
込
期
限
／
９
月
22
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課

　
FAX（
９
５
５
）１
１
１
８

　

９
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
、
15

日
㈪
の
３
日
間
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
自
動
交
付
機
が
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
９
月
14
日
㈰
は
桜
が

丘
出
張
所
（
桜
が
丘
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
証
明

書
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

急
ぎ
の
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
、
本
庁

税
務
課
市
民
税
班

　

市
で
は
、
小
学
校
や
中
学
校

で
講
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
は
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
小
学
校
ま
た
は

中
学
校
教
諭
の
免
許
状
を
所

有
す
る
人
（
取
得
見
込
み
も

可
）

■
応
募
期
間
／
随
時
受
付

■
勤
務
場
所
／
赤
磐
市
な
ど

■
勤
務
形
態
／
常
勤
、
ま
た
は

非
常
勤

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

赤
磐
市
の
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
た
、
子
育
て
支
援
情
報

サ
イ
ト
の
運
営
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
ト
の
企
画
立
案
や

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容
／
赤
磐
市
の
子
育

て
支
援
サ
イ
ト
の
企
画
立
案

お
よ
び
運
営
（
携
帯
端
末
用

サ
イ
ト
の
運
営
も
含
む
）

■
予
算
額
／
１
８
０
万
円
以
内

■
応
募
資
格
／
子
育
て
世
帯
を

応
援
す
る
情
報
を
効
果
的
に

提
供
で
き
る
技
術
の
提
案

と
、
今
後
の
運
営
を
受
託
で

き
る
赤
磐
市
内
の
特
定
非
営

利
活
動
法
人
お
よ
び
社
会
福

祉
法
人

■
応
募
方
法
／
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

任
意
様
式
で
作
成
し
た
企
画

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
、
企
画
内
容
の

デ
モ
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
申
込
期
限
／
９
月
19
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁

子
育
て
支
援
課

●
募
集

講
師
の
登
録
者
募
集

●
募
集

手
話
奉
仕
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

学
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

●
募
集

あ
か
い
わ
っ
子
も
り
も
り

料
理
教
室
参
加
者
募
集

●
募
集

子
育
て
支
援
情
報
サ
イ
ト
の

運
営
業
務
技
術
提
案
の
募
集

●
お
知
ら
せ

自
動
交
付
機
の
停
止
に
つ
い
て

広報あかいわ（平成26年9月号）7
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■
市
相
談
窓
口

•
本
庁
健
康
増
進
課

•
各
支
所
健
康
福
祉
課

■
そ
の
他
の
相
談

•
岡
山
い
の
ち
の
電
話
（
24
時
間
）

　
☎
０
８
６（
２
４
５
）４
３
４
３

•
岡
山
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
７
２
）９
０
０
６

※
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

•
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

　
（
24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

警
察
で
は
、
県
民
の
人
々
が

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
社

会
実
現
の
た
め
、
警
察
本
部
や

県
下
各
警
察
署
に
警
察
安
全
相

談
窓
口
を
設
け
て
お
り
、
相
談

を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
で
お
困
り
の
場

合
や
、
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

児
童
虐
待
と
い
っ
た
生
命
・
身

体
に
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ

る
事
案
な
ど
は
も
と
よ
り
、
悪

質
商
法
事
案
、
振
り
込
め
詐
欺

事
案
と
い
っ
た
財
産
に
損
害
が

及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
な
ど

に
つ
い
て
も
警
察
安
全
相
談
窓

口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
相
談
に

対
し
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
な
が
ら
防
犯
指
導
や
助

言
、
捜
査
な
ど
を
行
い
、
事
件
・

事
故
の
未
然
防
止
や
被
害
の
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９

１
１
０
」
番
に
ち
な
ん
で
９
月

11
日
を
「
警
察
相
談
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
警
察
本
部
の
警
察
総
合
相
談
電
話

　
☎
♯
９
１
１
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）０
１
１
０（
直
通
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

協
働
推
進
課

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺

予
防
週
間
で
す
。

　

自
殺
者
は
全
国
で
お
よ
そ
３

万
人
、
岡
山
県
で
も
毎
年
約
４

０
０
人
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て

い
る
状
況
で
、
７
割
は
男
性
で

す
。
特
に
30
代
か
ら
60
代
の

働
き
盛
り
の
男
性
が
多
く
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族

や
周
囲
の
人
も
影
響
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
気
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、

仕
事
の
こ
と
な
ど
、
人
に
は
言

え
な
い
悩
み
を
抱
え
て
、
誰
に

相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
く

て
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 
そ
ん
な
時
は
相
談
窓
口
な

ど
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
話
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
は

気
持
ち
が
軽
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
市
で
は
、
い
つ
で
も

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
８
日
㈪
か
ら
全
国
一
斉

に
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
を

実
施
し
、
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
８
日
㈪
〜
14
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
電
話

•
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

※
相
談
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）５
７
６
１

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
お
よ
び

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
岡
山
県
支

部
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
安
や
、

財
産
管
理
、
相
続
な
ど
に
つ
い

て
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
か
ら
の
相
談
に
司
法
書
士
が

丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
成
年
後
見
制
度
の

説
明
会
な
ど
も
開
催
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時
／
９
月
15
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
岡
山
県
司
法
書
士
会

館
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２︲

２︲

12
）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）０
４
７
０

　

９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の

老
人
週
間
に
合
わ
せ
て
、
高
齢

者
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

　

遺
言
・
相
続
・
養
子
縁
組
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
22
日
㈪

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
山
陽
産
業
会
館
２
階

ふ
る
さ
と
交
流
室

■
相
談
員
／
奥
田　
哲
也　
弁
護

士
（
岡
山
弁
護
士
会
所
属
）

※
相
談
は
、
要
予
約
（
先
着
順
）

●
お
知
ら
せ

高
齢
者
対
象
無
料
法
律
相
談
会
開
設

●
お
知
ら
せ

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」で
す

●
お
知
ら
せ

「
高
齢
者・障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
実
施

●
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る

「
敬
老
の
日
」無
料
相
談
会

●
お
知
ら
せ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、 第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたーこども版映画上映会「くるみ割り人形」
　20日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（民話の語り）　21日㈰ 午後2時～2時30分

　
●ブックんのおはなしかい　6日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい　10日㈬・24日㈬ 午前11時～11時20分

●なかよしタイム　9日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　20日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会　13日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　19日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会
　6日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内9 E V E N T  G U I D E  O N  S E P T E M B E R

■
日
時
／
11
月
９
日
㈰

　
午
前
９
時
45
分
〜

■
場
所

•
岡
山
会
場
…
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

•
津
山
会
場
…
美
作
大
学

■
受
験
資
格
／
一
定
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
20
歳
以
上
の

人
も
し
く
は
高
校
指
定
学
科

を
卒
業
し
て
い
る
人

■
受
験
講
習
会
／
10
月
８
日

㈬
（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津

山
）
、
10
月
９
日
㈭
・
10
日

㈮
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

■
申
込
期
間
／
９
月
１
日
㈪
〜

12
日
㈮

■
受
験
手
数
料
／
７
５
０
０
円

※
平
成
27
年
度
試
験
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

上
下
水
道
課

　

市
で
は
、
防
災
体
制
の
充
実

と
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
地
震
が
発
生

し
た
想
定
で
行
い
ま
す
。
広
報

あ
か
い
わ
11
月
号
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
23
日
㈰ 

午
前
中

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

　

４
月
15
、
17
日
に
市
内
５
会

場
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
会
場
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
な
ど
は
議
会
だ
よ
り

37
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
議
会
事
務
局

　

商
売
を
す
る
に
は
必
ず
帳
簿

が
必
要
で
す
。
特
に
、
平
成
26

年
１
月
か
ら
は
記
帳
・
帳
簿
の

保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
誰
に
で
も
分
か
り
や

す
い
帳
簿
の
つ
け
方
の
基
本
が

学
べ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

•
第
１
回
（
基
礎
編
）
…
９
月

25
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時

•
第
２
回
（
実
務
編
）
…
９
月

29
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

■
場
所
／
山
陽
産
業
会
館
２
階

■
講
師
／
村
上　
心
理　
税
理
士

■
対
象
／
個
人
事
業
者
（
白
・

青
色
申
告
者
）
、
開
業
予
定

者
■
定
員
／
25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
９
月
18
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

　
http://www.akaiwasci.org/

●
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
共
通
試
験

●
お
知
ら
せ

「
赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練
」を

11
月
に
予
定
し
て
い
ま
す

●
お
知
ら
せ

議
会
報
告
会
の
お
礼

●
お
知
ら
せ

初
心
者
の
た
め
の

帳
簿
の
つ
け
方
講
習
会

広報あかいわ（平成26年9月号）9
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［かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト］

クルマのこと、バスのこと、少し考えてみませんか？あかいわ
　　　2014  

　バスは、クルマを自由に使えない人にとって、とて
も大切な生活の足です。そして今はクルマを自由に
使える皆さんにとっても、これから重要な生活の足
になる可能性が非常に高いと言えます。

　赤磐市では、バスの利用者が年々減り続けていま
す。その結果、運賃収入が減り、減便などを避けら
れず、また利用者が減るという負の連鎖が続いてい
ます。このままでは皆さんがバスを必要としたとき
に、もうバスがなくなっていることさえ考えられるの
です。

　そこで、赤磐市地域公共交通会議では、今年度よ
り「かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト」
を始めます。まずは桜が丘団地の一部地域で、かし
こいクルマの使い方について考えていただく取り組
みを実施します。また、バス路線やバス停、バスの乗
り方などを載せた「全市版公共交通マップ」を作り、
お配りする予定です。

■問い合わせ先／本庁秘書企画課
　　　　　　　  （赤磐市地域公共交通会議事務局）

　皆さんの地域を走る大切な「生活の足」を守り続
けるため、いつもはクルマ派の皆さんもバスに乗る
工夫をチョット考えてみませんか？

＜どんな工夫ができるでしょうか？＞

1.バスを使った休日の過ごし方を考えてみる
子どもがマナーを学ぶ絶好の機会
環境定期制度※1で家族もお得に!
▶家族みんなでバスで出かける

2.バスで通勤できるかを考えてみる
バス停まではクルマで行ける
▶パーク＆バスライドを利用する
お酒を飲んでも心配なし!
▶飲み会の日はバスで通勤
寝てもOK! すきま時間を有効活用
▶毎日快適バス通勤

3.バスで通学できるかを考えてみる
バスなら安心、通学時間も勉強できる!?
▶バス通学に変える

※1 ： 休日に通勤定期券を提示すれば、家族も100円
　　  （こども50円）でバスに乗れる制度。

例えば

例えば

例えば

ごみの持ち込みについて
　現在、赤磐市全域の家庭ごみの持ち込み
は、赤磐市環境センター（エコプラザあかい
わ）で受け付けています。持ち込みの際に
は身分証明書（免許証・保険証など）の提示
をお願いします。

・山陽桜が丘清掃センター
・山陽清掃センター（高倉山）
・赤坂環境センター
・和気北部衛生施設組合クリーンセンター
これら4施設は閉鎖していますので持ち
込みはできません。ご注意ください。

■問い合わせ先
・赤磐市環境センター　☎955-1560

・本 庁 環 境 課　☎955-5347

　
「
下
水
道
の
日
」
は
、
下
水
道

の
全
国
的
な
普
及
、
啓
発
、
啓

蒙
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
た

め
に
、
下
水
は
処
理
場
に
集
め

ら
れ
、
微
生
物
に
下
水
の
中
の

ゴ
ミ
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
微
生
物
が
処
理

で
き
な
い
も
の
や
処
理
場
内
の

機
械
が
故
障
す
る
原
因
と
な
る

も
の
（
水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
髪
の
毛
・
食
べ
残
し
・

油
・
ガ
ソ
リ
ン
・
薬
品
な
ど
）
は
、

下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
を
利
用
し
て
い
な
い
人

は
、
早
急
に
、
下
水
道
へ
の
接

続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
上
下

水
道
課

●
お
知
ら
せ

９
月
10
日
は

「
下
水
道
の
日
」で
す

広報あかいわ（平成26年9月号）10
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●
人
権
を
考
え
る
日
常
的
な
ポ
イ
ン
ト 

［ 

第
１
回 

］　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　 

社
会
教
育
課

「
肌
の
色
」って
ど
ん
な
色
？

•
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
０

　

http://w
w

w
.pref.okayam

a.
jp/page/380502.htm

l

　

赤
磐
市
特
産
の
桃
を
栽
培
す

る
農
家
な
ど
の
未
来
を
描
く
映

画
「
種
ま
く
旅
人
」
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
脚
本
家
が
７
月

末
に
赤
磐
市
を
訪
れ
、
農
家
・

ロ
ケ
候
補
地
な
ど
の
取
材
を
し

ま
し
た
。
来
年
の
本
格
的
な
撮

影
に
向
け
台
本
作
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課

　

風
し
ん
は
、
感
染
者
の
咳
や

く
し
ゃ
み
、
手
に
つ
い
た
ウ
ィ

ル
ス
か
ら
感
染
し
ま
す
。
２
か

ら
３
週
間
の
潜
伏
期
間
後
、
発

疹
、
発
熱
、
首
の
後
ろ
側
の
リ

ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
が
、
発
疹
が
出
る
前

か
ら
感
染
力
が
あ
る
た
め
、
風

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
に
気
付

か
ず
、
妊
婦
に
う
つ
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
し
ん

に
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊
娠
初

期
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
呼

ば
れ
る
白
内
障
や
心
疾
患
、
難

聴
な
ど
の
障
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
に
、

岡
山
県
で
は
平
成
26
年
度
か
ら

風
し
ん
の
無
料
抗
体
検
査
を
始

め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
岡
山
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

備
前
保
健
所
東
備
支
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
お
知
ら
せ

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
そ
の

配
偶
者
は
風
し
ん
の
無
料
抗
体

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
は
、
肌
色
と
聞
く
と
ど
ん
な
色
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？ 

10
数
年
前
ま
で
は
、

色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
な
ど
に
は
肌

色
と
い
う
色
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
人
は
肌
色
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
肌
の
色
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
住
ん
で
い
る
場
所
や
人
種
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
同
じ
人
で
も
季
節
や
体
調
に
よ
っ
て

肌
の
色
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
肌
色
と
い
っ
て
色
を
決
め
て
し
ま
う
の

は
少
々
乱
暴
で
す
。

　

実
は
、
赤
や
青
な
ど
で
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
の
で
す
。
日
本
で
は
「
赤
」
と
感
じ
ら

れ
る
色
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
赤
が
あ
り
ま
す
。

紅
、
茜あ

か
ね

色
、
え
ん
じ
、
朱
色
な
ど
な
ど
。
自

然
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
赤
を
認
識
し
て
文
化

を
高
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
外
国
で
も
同

じ
こ
と
な
の
で
す
。

　

た
だ
、
肌
色
だ
け
は
事
情
が
違
い
ま
し
た
。

人
物
画
を
描
く
と
き
に
、「
肌
色
」
の
ラ
ベ
ル

が
付
い
て
い
る
色
を
塗
ろ
う
と
す
る
と
、
自

分
の
肌
の
色
と
は
違
い
、
悲
し
む
子
ど
も
が

い
た
と
の
こ
と
な
の
で
す
。
考
え
れ
ば
当
然
。

ク
レ
ヨ
ン
の
肌
色
と
同
じ
色
の
肌
の
人
は

め
っ
た
に
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
そ
の
悲
し

み
は
誰
も
が
も
つ
で
あ
ろ
う
悲
し
み
で
す
。

そ
の
悲
し
み
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
感

覚
が
人
権
感
覚
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
10
数
年
前
に
色

鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
の
メ
ー
カ
ー
は
工
夫
し
て
、

色
の
名
前
を
変
え
ま
し
た
。
一
方
で
、「
肌

色
」
と
い
う
古
来
の
色
概
念
を
な
く
し
て
し

ま
う
の
は
良
く
な
い
と
い
う
主
張
も
聞
か
れ

ま
す
。
こ
の
意
見
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
て
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え

ま
す
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
肌
の
色
は
多
様
だ
と
い
う
事

実
を
推
し
進
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
肌
色
を

セ
ッ
ト
に
し
た
色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
を
作
っ

て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
よ
う
で
す
。
多
様

性
を
認
め
て
、
あ
え
て
そ
れ
を
主
張
す
る

メ
ー
カ
ー
に
拍
手
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

　

絵
を
描
く
道
具
に
も
、
人
権
を
考
え
る
ポ

イ
ン
ト
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
、

人
権
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
日
常
生
活
の
中
に
生

か
せ
る
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
よ
う
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
お
知
ら
せ

映
画
製
作
の
た
め
の

現
地
調
査
始
ま
る

広報あかいわ（平成26年9月号）11
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●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
8
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

く
ら
し
安
全
課

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
23
回 

］　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

く
ら
し
安
全
課

あ
な
た
が
使
って
い
る“
製
品
”は
大
丈
夫
？

お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

リ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る

台
所
用
機
器

　

リ
コ
ー
ル
製
品
は
、そ
の
ま
ま
使
い
続

け
る
と
火
災
な
ど
の
重
大
な
事
故
を
引

き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、大
変
危
険
で

す
。家
に
リ
コ
ー
ル
製
品
が
な
い
か
再
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。お
持
ち
の
場
合
は
使

用
を
中
止
し
、
製
造
・
輸
入
事
業
者
に
よ

る
回
収
・
無
償
修
理
な
ど
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

こ
こ
で
、
台
所
用
機
器
と
は
、
電
子

レ
ン
ジ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
コ
ン

ロ
（
キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
用
を
含

む
）、
食
器
洗
い
乾
燥
機
（
卓
上
型

／
ビ
ル
ト
イ
ン
式
）、Ｉ
Ｈ
調
理
器
、

電
気
ケ
ト
ル
を
指
し
ま
す
。

〈
消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
〉

◦
リ
コ
ー
ル
製
品
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
の
情
報
は
、
消
費
者
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◦
製
造
メ
ー
カ
ー
、
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
、

商
品
名
、
型
番
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

よ
り
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.recall.go.jp/

　

分
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が

あ
れ
ば
赤
磐
市
消
費
生
活
相
談
室（
本
庁

２
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　

月
〜
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

防
災
の
日
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

非
常
食
の「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ

の
日
は
、
関
東
大
震
災
の
日
で
あ
り
、
ま

た
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
あ

る
た
め
、災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
、
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
政
府
、
地
方
公
共
団
体

等
防
災
関
係
諸
機
関
を
は
じ
め
、広
く
国

民
が
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
高

潮
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
に
対

す
る
備
え
を
充
実
強
化
す
る
日
」
で
す
。

皆
さ
ん
は
、平
時
か
ら
の
備
え
は
し
て
い

ま
す
か
？

　

平
時
に
で
き
る
備
え
と
し
て
、ま
ず
思

い
付
く
の
は
非
常
食
の
備
蓄
で
し
ょ
う
。

非
常
食
は
５
年
以
上
の
長
期
保
存
が
可

能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
買
っ
た
ま

ま
、
普
段
意
識
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
、い
つ
の
間
に
か
保
存
期
限
が
過
ぎ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
非

常
食
の
備
蓄
法
が「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
法
」で
す
。
普
段
の
食
事
に
利
用
す
る

缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
を
備
蓄
し
、

日
常
的
に
製
造
日
の
古
い
も
の
か
ら
食

べ
て
、食
べ
た
分
だ
け
ま
た
新
し
く
買
い

足
す
と
い
う
行
為
を
繰
り
返
し
、常
に
非

常
食
が
一
定
量
あ
る
状
態
に
し
て
お
く

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
だ
と
、日
常
的
に

備
蓄
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

食
べ
慣
れ
た
物
を
災
害
時
に
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
防
災
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
手
軽

に
始
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、災
害

へ
の
備
え
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対

し
て
、
始
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

広報あかいわ（平成26年9月号）12
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SPORTS TOPICS

平
成
26
年
度
第
11
回
全
国
小
学
生

学
年
別
柔
道
大
会
（
岩
手
県
）

〈
岡
山
県
代
表
監
督
〉

◦
河
本　

和
三
（
桜
が
丘
東
1
）

〈
岡
山
県
代
表
選
手
〉

◦
石
相
小
学
校
5
年

　

小
坂　

隼
土
（
西
窪
田
）

◦
桜
が
丘
小
学
校
6
年

　

佐
藤　

良
平
（
桜
が
丘
東
6
）

第
61
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
（
山
梨
県
）

◦
東
岡
山
工
業
高
等
学
校
3
年

　

江
角　
　

颯
（
桜
が
丘
西
3
）

第
39
回
全
国
教
員
柔
道
大
会

（
和
歌
山
県
）

◦
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
講
師

　

前
田　

晃
希
（
下
市
）

◦
日
生
中
学
校
講
師

　

前
田　

泰
博
（
五
日
市
）

◦
片
上
高
等
学
校
講
師

　

本
徳　

大
雄
（
沼
田
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

第
67
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
（
山
梨
県
）

◦
興
譲
館
高
等
学
校
３
年

　

福
田　

知
夏
（
桜
が
丘
西
６
）

第
16
回
赤
磐
市
職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

■
開
催
日
／
５
月
18
日
〜
６
月
１
日

■
場
所
／
桜
が
丘
野
球
場
、
赤
坂

運
動
広
場
多
目
的
広
場

■
参
加
チ
ー
ム
数
／
10
チ
ー
ム

■
結
果

◦
優　

勝
…
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ

◦
準
優
勝
…
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

◦
最
優
秀
選
手
…
梶
川　

典
良

　
（
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ
）

第
32
回
吉
井
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日
／
７
月
20
日

■
場
所
／
草
生
多
目
的
広
場
、
吉

井
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
チ
ー
ム
数
／
８
チ
ー
ム

■
結
果

◦
優　

勝
…
中
村

◦
準
優
勝
…
周
匝

◦
第
３
位
…
是
里
Ａ
、
仁
堀

第
15
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

交
歓
会

■
開
催
日
／
７
月
12
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総

合
体
育
館

■
参
加
人
数
／
36
人

■
結
果

〈
６
ｍ
・
７
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
有
松　

一
義
（
周
匝
）

◦
準
優
勝
…
井
上　

光
子
（
岩
田
）

◦
第
３
位
…
大
熨
め
ぐ
み
（
山
陽
４
）

〈
８
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
森
内　

新
一
（
周
匝
）

◦
準
優
勝
…
三
宅　

省
悟
（
桜
が
丘
西
３
）

◦
第
３
位
…
塩
田　

順
一
（
桜
が
丘
西
６
）

〈
９
ｍ
・
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
北
野　

弘
美
（
山
陽
１
）

◦
準
優
勝
…
黒
島　

通
子
（
桜
が
丘
西
８
）

◦
第
３
位
…
宮
澤　

勇
治
（
山
陽
３
）

〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉

◦
優　

勝
…
徳
永　

媛
子
（
沼
田
）

◦
準
優
勝
…
平
井　

菜
乃
（
桜
が
丘
西
２
）

平
成
26
年
度
秋
季
赤
磐
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

■
日
時
／
10
月
５
日
㈰

　

受
付
午
前
９
時
〜

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

※
学
生
に
つ
い
て
は
条
件
な
し

■
講
師
／
林　

美
津
代
（
元
サ
ン
ト

リ
ー
所
属
レ
ッ
ド
ソ
ン
コ
ー
チ
）

■
ク
ラ
ス

◦
学
生
の
部
（
小
中
学
生
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

◦
一
般
の
部

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
定
員
／
各
50
人

■
参
加
費
／
学
生
５
０
０
円
、
一
般

千
円
（
当
日
、
受
付
で
支
払
い
）

全
国
大
会
出
場

結　
果

■
申
込
期
限
／
９
月
19
日
㈮

　

午
後
５
時

■
主
催
／
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■
申
し
込
み
先
／
福
田

　

☎・FAX（
９
５
５
）５
７
９
７

第
12
回
岡
山
市
男
女
混
合
綱
引
大
会
で

赤
磐
フ
レ
ン
ズ
チ
ー
ム
が
優
勝

　

赤
磐
市
綱
引
き
協
会
加
盟
の
赤

磐
フ
レ
ン
ズ
チ
ー
ム
が
、
７
月
13

日
に
岡
山
市
六
番
川
水
の
公
園
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
12
回
岡

山
市
男
女
混
合
綱
引
大
会
で
優
勝

し
ま
し
た
。

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

募　
集

お
知
ら
せ
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

教　室　名 曜日 時　　間 定員 体験料
◆10月からの新しい教室  ※10月はその都度払いで体験、11月・12月は2カ月申し込みでの募集予定です。

太極拳入門クラス 火 15:10 ～ 16:10 10人 500円
　初めて太極拳にチャレンジする人におススメのクラス。基本からじっくり行います。
ZUMBA 金 11:15 ～ 12:00 15人 500円
　ラテン系の音楽とダンスを合わせたエクササイズ。心肺機能の向上や脂肪燃焼におすすめです。
オリジナルダンス 水 10:00 ～ 10:40 15人 500円
　ダンスでシェイプアップ！ 楽しくリズミカルな音楽に合わせて、簡単なステップから踊ってみよう！

教　室　名 曜日 時　　間 定員
回数 ・ 参加費

3カ月払い 都度払い
◆続けて楽しい！ 続けて効果がある！ コース型プログラム 〈対象 : 16歳以上／開催期 ： 10月～12月（全10回）〉
ヨガ（エクササイズ） 水 14:00 ～ 15:00 15人 7,200円 －
ヨガ（リラックス） 金 18:45 ～ 19:45 15人 7,200円 －
ヨガ（アロマ） 土 9:15 ～ 10:15 15人 7,200円 －

ＳＬＯＷピラティス 火
9:15 ～ 10:00 15人 5,400円 －

10:15 ～ 11:00 15人 5,400円 －
太極拳 火 14:00 ～ 15:00 10人 7,200円 －
元気はつらつ体操 水 15:15 ～ 16:00 15人 5,400円 －
初めてプール 水 10:15 ～ 10:45 10人 3,600円 －
初めてクロール 木 13:00 ～ 13:30 10人 3,600円 －
平泳ぎ初級 木 19:15 ～ 19:45 10人 3,600円 －
クロール中級 日 14:15 ～ 14:45 10人 3,600円 －
◆楽しく体を動かせるプログラム 〈対象 : 16歳以上／開催期 ： 10月～12月（全10回）〉
ボディコンバット 水 19:05 ～ 19:50 15人 4,500円 500円
ボディパンプ 木 19:30 ～ 20:15 15人 4,500円 500円
エアロフットセラピー 火 19:15 ～ 20:00 15人 4,500円 400円

かんたんエアロ
水 9:10 ～ 9:50 15人 3,000円 400円
水 20:00 ～ 20:40 15人 4,500円 500円

アクアジョギング 火 13:15 ～ 13:45 15人 3,000円 400円
アクアウォーキング 水 13:15 ～ 13:45 15人 3,000円 400円
アクアビクス 金 10:15 ～ 10:45 15人 3,000円 400円
◆子ども向けスイミング教室 〈開催期 ： 10月～12月（全10回）〉

幼児クラス
火 15:15 ～ 16:15 24人 9,000円 －
木 15:15 ～ 16:15 24人 9,000円 －

児童クラス①
火 16:15 ～ 17:15 30人 9,000円 －
木 16:15 ～ 17:15 30人 9,000円 －

児童クラス②
火 17:15 ～ 18:15 20人 9,000円 －
木 17:15 ～ 18:15 20人 9,000円 －

■
第
３
期（
10
月
〜
12
月
）の
教
室
の
受
付

◦
現
在
、教
室
に
参
加
し
て
い
る
人
の
優
先

受
付
…
9
月
2
日
㈫
か
ら
受
付
開
始

◦
新
規
教
室
参
加
者
の
受
付
…
9
月
9
日

㈫
か
ら
受
付
開
始

※
教
室
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す（
先
着
順
）。

ボディパンプ

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園  

第
3
期
運
動
教
室
の
ご
案
内

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。
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図書館通信
LIBRARY NEWS

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

　

◎調査期間 ： 4月1日～7月31日
＜一般書＞
①『祈りの幕が下りる時』 東野　圭吾／著（37回）
②『海賊とよばれた男㊤』 百田　尚樹／著（34回）
②『村上海賊の娘㊤』 和田　竜／著（34回）
＜児童書＞
①『きんぎょがにげた』 五味　太郎／さく（44回）
②『しろくまちゃんのほっとけーき』 わかやま　けん／さく（41回）
③『かいけつゾロリのじごくりょこう』 原　ゆたか／さく・え（35回）

赤磐市立図書館貸出ベスト３

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月4日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■9月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『くるみ割り人形』（94分）
　19世紀のドイツ。シュタールバウム家の少女クララ
は、ある夜ドロッセルマイヤーおじさんに「くるみ割り
人形」をもらったことから、夢の中で
不思議なことに巻き込まれます。
■日時／9月20日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料
■申し込み／不要

きらり☆しあたー：こども版映画上映会

　

「面白い歴史をめぐる文学の旅」
■日時・内容
・第1回…10月9日㈭　午後1時30分～3時30分
　　　　  「播磨灘物語　黒田官兵衛のはなし」
・第2回…10月23日㈭　午後1時30分～3時30分
　　　　  「下天は夢か　織田信長の小説」
・第3回…11月6日㈭　午後1時30分～3時30分
　　　　  「江戸の捕り物帳　名作いろいろ」
・第4回…11月27日㈭　午後1時30分～3時30分
　　　　  「宮本武蔵　吉川英治」
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／石本　彰さん
　　　　（元岡山大学教育学部非常勤講師）
■定員／40人（先着順）　　■参加費／無料
■申し込み先／中央図書館（電話可）
※9月2日㈫、午前10時より中央図書館で申し込み受

け付け開始。1回のみの参加もできます。

歴史講座　

「源氏物語はおもしろい」
■日時・内容
・第1回…10月19日㈰　午前10時～正午
　　　　  「光源氏の誕生」
・第2回…11月16日㈰　午前10時～正午
　　　　  「光源氏の青春」
・第3回…12月21日㈰　午前10時～正午
　　　　  「光源氏の栄華」
・第4回…1月18日㈰　午前10時～正午
　　　　  「六条院の栄華」
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／北川　久美子さん
　　　　（山陽学園女子中学校・高等学校常勤講師）
■定員／50人（先着順）　　■参加費／無料
■申し込み先／中央図書館（電話可）
※9月2日㈫、午前10時より中央図書館で申し込み受

け付け開始。1回のみの参加もできます。

文学講座

おすすめ

今
月
の

『おきゃくさまはルルとララ』
 ●あんびる　やすこ／著
 ●岩崎書店／出版

『ターシャ・テューダーのマザーグース』
 ●ターシャ・テューダー／絵
 ●ないとう　りえこ／訳
 ●メディア･ファクトリー／出版

『おっとあぶないかわのなか』
 ●きむら　ゆういち／著
 ●福音館書店／出版

『古くて新しい椅子』
 ●中嶋　浩郎／文
 ●パオラ・ボルドリーニ／絵
 ●福音館書店／出版

児童書
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○高月公民館 (穂崎848-1／☎086-229-9777)
○赤坂公民館 (町苅田507／☎957-2211) 
○笹岡公民館 (坂辺9／☎957-2214)

回 日　時 講座の内容

1回
9月18日㈭
午前9時30分
～正午

開講式
『自分とつながり周りとつながる』
（ワークショップ）
コミュニケーション力をつける
講師／中山 芳一さん（岡山大学
キャリア開発センター助教授）

2回
10月2日㈭
午前9時30分
～正午

『人生の最終章を考える』
満ち果てるいのち（送る人、送ら
れる人）
講師／村上 明道さん（安禅寺住
職）

3回
10月16日㈭
午前9時
～午後5時

『倉敷に学ぶ』（現地視察研修）
倉敷のまちづくり
講師／岡 荘一郎さん（倉敷まち
づくり㈱）
まちに灯りをともす（町家歩き）
講師／中村 泰平さん（NPO法
人 倉敷町家トラスト）

4回
11月6日㈭
午前9時30分
～正午

『アウトドアの楽しみ方』
キャンピングカーの旅
講師／藤原 清史さん
アウトドア体験（ワークショップ）
講師／馬場 静子さん（カリヨン
ハウス社長）

5回
11月13日㈭
午前9時30分
～正午

閉講式
「民話を聞こう」
出演／民話の寺小屋
茶話会（まとめとふりかえり）

ドキドキ講座「自然観察会」
吉井川の河原で、昆虫を見つけて観察しよう！
■日時／10月4日㈯　午前10時～11時
■場所／吉井川左岸熊山橋下「くまやま水辺の楽校」
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／飲み物、タオル、網（あれば）
■申込開始日／9月1日㈪

手作りパン教室
毎回好評のパン工房ベルファーム三角屋根の山奥さん
のパン教室です。パン作りの腕を磨いてみませんか。
■日時／10月5日㈰　午後1時～3時30分
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／500円（材料代込）
■持ち物／エプロン、三角巾
■申込開始日／9月1日㈪

竜天天文台でお茶とお花のおけいこ
名月鑑賞会生け花展に飾る秋の山野草を生けてお茶
のおけいこをしてみませんか？
■日時／9月6日㈯　午後2時～6時（名月鑑賞会）
■場所／竜天天文台公園
■内容／秋の山野草の生け込みとお茶のおけいこ
　　　　※生けたお花は、生け花展に展示します。
■指導者／藤本　町江 さん　ほか
■対象／小学生、幼児を含む親子
■定員／10人（組）程度　　■参加費／無料　
■申込締切日／9月3日㈬

名月鑑賞会　仲秋の名月を楽しもう
■日時／9月6日㈯　午後6時～9時（小雨決行）
■場所／竜天天文台公園
■内容／生け花展、お茶会、観望会
■対象／一般　　■参加費／無料　
■申し込み／不要

子どもサイエンスプラザ吉井　理科教室（9月）
■日時／9月7日㈰、13日㈯　午後1時20分～2時20分
■場所／吉井生涯学習センター 視聴覚室
■内容／◦ 7日㈰…月の動きと形を観察しよう
　　　　◦13日㈯…スライドガラスで万華鏡をつくろう
■対象／幼児～小学校4年生（幼児は保護者同伴）
■定員／15人　　■参加費／無料
■申し込み／不要

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

『朝楽カフェ』（全5回）〈秋楽期9月～11月〉
昨年までの「おしゃべりカフェ」を充実させ、人生のセカ
ンドステージを迎えた自分の余暇の有効活用や社会貢
献のためのヒントになる講座を企画しました。
■日時・内容

■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／300円（別途200円〈資料代など〉と3回目は

昼食代約1,000円）
■持ち物／筆記用具、マイカップ
■申込開始日／9月1日㈪
※シリーズ全5回とも参加可能な人優先
※3回目は、視察研修のため定員25人（先着順）

リズム体操教室
音楽に合わせて、楽しく体を動かしましょう！
■日時／9月5日㈮、12日㈮、19日㈮
　　　　午前10時～11時30分
■講師／コナミスポーツ＆ライフのインストラクター
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料
■持ち物／運動のできる服装、屋内用運動靴、タオル、

筆記用具、飲み物
■申込開始日／8月25日㈪

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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子どもにおもちゃを贈ろう講座（3回シリーズ）
～手作りで木のおもちゃを贈ろう（その1）～
今回は、子どもに喜ばれる「ビー玉コロコロ」を作ります。

（１回のみの参加でもＯＫ）
■日時／9月27㈯　午前10時～正午
　　　　＜予定＞11月（その2）、2月（その3）
■講師／手労研岡山支部
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／200円（1回分）
■申込開始日／9月1日㈪

お月見会
～出た出た月がまるいまんまるいお盆のような月が～
■日時／9月6日㈯　午後6時～8時
　　　　（受付…午後5時30分～）
■内容／日本舞踊、しの笛、どじょう掬い、かくし芸、
　　　　エンタメショー ほか
　　　　茶席（抹茶）、豚汁とおにぎりの販売
■出演／公民館グループの皆さん ほか
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■申し込み／不要
※山陽公民館サポートクラブ「お月見会」実行委員会の

主催で行います。

第48回ブルーシャトーコンサート
『秋めくコーラスの響き』～☆キラキラ午後のひととき～
■日時／9月13日㈯　午後2時～3時15分
　　　　（午後1時30分開場）
■出演／山陽女声コーラス
■曲目
◦第1部／やなせたかし作詞集「愛する歌」から
　　　　 「ロマンチストの豚」「海と涙と私と」ほか
◦第2部／朝ドラの主題歌から
　　　　 「ベストフレンド」「おひさま」ほか
※指導講師によるピアノ演奏、オカリナ演奏もあります。
■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

てっちゃん先生に聞こう！
子どもの笑顔があふれるまちづくり
■日時／9月21日㈰　午前10時～正午
■内容／今、大人ができること！ 子どもと自然体験を
　　　　〝身近な自然の大切さ〟
■講師／山田　哲弘 さん（県自然保護センター）
■対象／一般（※託児が必要な人はご相談ください）
■定員／50人　　■参加費／無料
■申込開始日／9月1日㈪

パソコン講座（講座で使用するのは全てvistaです）
［各コース共通］
■対象／一般　　■定員／各回8人
■受講料／各回1,500円（テキスト代別途）
■申込開始日／9月1日㈪
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）
①１日で覚える「パワーポイント入門」（１日編）
■日時／9月7日㈰　午前9時～午後4時30分
　　　　※正午～午後1時30分（休憩）
②ワードで葉書やＰＯＰを作ろう（１日編）
■日時／9月18日㈭　午前9時～午後4時30分
　　　　※正午～午後1時30分（休憩）

観月会
夕べのひとときを楽しく過ごしませんか。
■日時／9月7日㈰　午後5時30分～7時30分
■場所／中央図書館前広場
■内容／お茶席、琴、ハーモニカの演奏、フラダンス、歌

など公民館グループの出演。また、抽選会などのお楽
しみもあります。

■参加費／無料（お茶席100円）
■申し込み／不要

和菓子づくり
家庭ではできない季節の上品な和菓子を手作りで楽し
みましょう。
■日時／9月26日㈮　午後7時～9時
■内容／抹茶だんご、酒蒸まんじゅう、季節の上生菓子
■講師／宮内　孝和 さん、宮内　祥 さん（華宵庵）
■対象／一般　　■定員／40人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／9月1日㈪

9月思い出作り教室～元気に友達と遊ぼう～
■日時／9月3日㈬～20日㈯　午後4時～5時
　　　　※水曜日（午後3時～5時）のみグラウンドで実施します。
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

＜茶道＞親子体験教室
忙しい日々のひととき、和を代表する「おもてなし」の
茶道に参加し、一服のお茶と和菓子をいただきましょ
う。親子で日本文化を体験するのもいいですね！
■日時／9月13日㈯　午前10時～正午
■講師／森末　宗楔 さん　
■対象／幼児～一般（幼児は保護者と参加）
■定員／15人　　■参加費／200円
■申込開始日／9月1日㈪

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
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●赤磐市の人口 （平成26年8月1日現在）

人 　 口 44,814 人 （ ＋ 8 ）
男 　 性 21,465 人 （ － 1 ）
女 　 性 23,349 人 （ ＋ 9 ）
世 帯 数 17,651 世帯 （ ＋25 ）

※（　）は7月1日との差

●平成26年7月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成26年の累計
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●平成26年7月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
26年7月中 78 12 0 1 22 66 
25年7月中 85 19 0 3 19 66 
増        減 -7 -7 0 -2 3 0 
26年7月末 606 146 0 9 192 460 
25年7月末 571 151 2 14 177 420 
増        減 35 -5 -2 -5 15 40 

●今月の交通標語 「 飲んで乗る  あなたの車  殺人車 」

●9月の税などを期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 3 期
国 民 健 康 保 険 税 4 期
介 護 保 険 料 4 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 3 期

※期限は9月30日まで

■施設案内
冒険の森・ちびっこ広場
(山陽ふれあい公園内）
　総合遊具のあるスペース。長いローラーすべ
り台、大きな砂場、スプリング遊具、コンクリート
トンネルがあり、芝生広場とともに自由にご利
用いただけます。お天気のいい日には、ぜひお
弁当を持ってお越しください。 

●9月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

7日㈰
片山医院 ☎086-229-2166

うえおか内科医院 ☎086-952-5665

14日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

15日㈪
うえの内科小児科医院 ☎956-0505

さくら整形クリニック ☎995-9720

21日㈰
ふよう内科クリニック ☎955-7110

佐伯北診療所 ☎954-2032

23日㈫
小坂内科医院 ☎955-3344

道満医院 ☎957-2111

28日㈰
那須眼科 ☎955-8980

近藤内科 ☎086-953-1610

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については8月1日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

9月5日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
光成　卓明

9月19日㈮
10:00～15:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

9月10日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

9月17日㈬
13:00～15:00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183
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●9月の検診・定期救急講習など
1 月 ㊡山陽郷土資料館

2 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

3 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

4 木

5 金 ⃝乳がん（マンモグラフィ）検診［山陽地域］

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月
⃝大腸がん検診［山陽地域］
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［吉井地域］

㊡山陽郷土資料館

9 火
⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

⃝大腸がん検診［山陽地域］
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［吉井地域］

10 水

⃝大腸がん検診［山陽地域］
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［吉井地域］

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木
⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

⃝大腸がん検診［山陽地域］
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［吉井地域］

12 金
⃝大腸がん検診［山陽地域］
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［吉井地域］

★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

16 火 ⃝大腸がん検診（本庁健康増進課受付・吉井支所健康福祉課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［赤坂地域・熊山地域］

17 水
⃝大腸がん検診（本庁健康増進課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［赤坂地域］

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

18 木
⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

⃝大腸がん検診（本庁健康増進課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［熊山地域］

19 金 ⃝大腸がん検診（本庁健康増進課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［赤坂地域］

20 土 ㊡桜が丘出張所 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［赤坂地域］
㊡山陽郷土資料館

23 火 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所 

24 水
⃝大腸がん検診（赤坂支所健康福祉課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［熊山地域］

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

25 木
⃝大腸がん検診（赤坂支所健康福祉課受付）
⃝胸部レントゲン検診・大腸がん検診［熊山地域］

  ★交通安全日

26 金 ⃝胸部レントゲン検診［山陽地域］
⃝大腸がん検診（熊山支所健康福祉課受付）

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署北出張所会議室） 9：00～12：00 

29 月
⃝胸部レントゲン検診［山陽地域］
⃝大腸がん検診（熊山支所健康福祉課受付）

㊡山陽郷土資料館

30 火 ⃝胸部レントゲン検診［山陽地域］
★交通事故・交通違反ゼロの日
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●9月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル
10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

10:00

▼
12:00

14:00

▼
16:00

18:30

▼
20:30

1 月 休館日 休館日
2 火 ○ 休館日
3 水 ○ ○ ○ ○
4 木 ○ ○ ○ ○
5 金 ○ ○ ○ ○
6 土 ○ ○ ○ ○
7 日 ○ ○ ○
8 月 休館日 休館日
9 火 ○ 休館日

10 水 ○ ○ ○ ○
11 木 ○ ○ ○ ○
12 金 ○ ○ ○ ○
13 土 ○ ○ ○ ○
14 日 ○ ○ ○
15 月 ○ ○ ○
16 火 休館日 休館日
17 水 ○ 休館日
18 木 ○ ○ ○ ○
19 金 ○ ○ ○ ○
20 土 ○ ○ ○ ○
21 日 ○ ○ ○
22 月 休館日 休館日
23 火 ○ ○ ○
24 水 休館日 休館日
25 木 ○ ○ ○ ○
26 金 ○ ○ ○ ○
27 土 ○ ○ ○ ○
28 日 ○ ○ ○
29 月 休館日 休館日
30 火 ○ 休館日

○屋内プール一般開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円
　［トレーニングルーム］ 100円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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◎お詫びと訂正
　広報あかいわ8月号20ページに掲載の「後期高
齢者医療被保険者証の更新・保険料の納付」の一
人あたりの保険料限度額に誤りがありました。正し
くは、「57万円」です。
　ご迷惑をおかけしたことをお詫びし、訂正させて
いただきます。
＜問い合わせ先＞
　◦本庁市民課国保年金班 ☎955-1113

国民健康保険被保険者証の更新

資格喪失後の受診による医療費の返還について

　市では、市政運営の総合的な指針となる「第２次赤磐市
総合計画」の素案を審議する赤磐市まちづくり審議会の委
員を募集しています。
■募集人員　若干名（2～3人）
■任期　委嘱の日から1年
■応募資格　市内在住（平成27年3月31日まで転出する予

定のない人）の満20歳以上（平成26年9月16日現在）の人
で、年2から4回程度、平日の昼間または夜間に開催する
会議に出席できる人、国や地方公共団体の議員または常
勤の公務員でない人、応募締切時点で赤磐市の審議会
または委員会の委員でない人

■応募方法　 応募用紙に必要事項を記入し、「応募の動
機と赤磐市を魅力的なまちにするための提言」をテーマに
した小論文（1,200字程度）を添えて提出してください。応
募用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

■応募期限　9月16日㈫
■問い合わせ先　
　・本庁秘書企画課 政策企画班　☎955-2692

　７月23日、24日、29日、30
日、31日の５日間、青少年
健全育成ブロック会議を各
中学校単位の５ブロックで
開催し、全体で210人の参
加がありました。
　この会議は、青少年の健全育成に取り組む関係機関や団
体が連携を密にし、お互いの生活エリアで行動するための情
報交換の場として、青少年健全育成強調月間にあわせて開
催しています。
　赤磐警察署から市内の少年非行の概況説明の後、「子ど
もの自己肯定感を育む関わり」と題して、青少年健全育成ア
ドバイザーの赤迫康代さんによる講演がありました。講演後、
中学校・小学校・幼稚園・保育園から子どもたちの様子につ
いて報告があり、出席者から日ごろ気になっていることについ
て質問が出るなど、情報交換が行われました。

地域の皆さん、子どもたちへの声かけにご協力をお
願いします。ご希望の人には「声かけリーフレット」を
お渡しします。

■問い合わせ先
・教育委員会社会教育課　☎955-0783

　現在、お持ちの被保険者証の有効期限は9月30日です。新
しい被保険者証を9月下旬に、世帯主あてに簡易書留で送
付します。内容を確認して10月から使用してください。
　なお、有効期限の切れた被保険者証は各自で処分してく
ださい。また、職場の健康保険などに加入した人は、資格喪
失の手続きをしてください。
　10月になっても被保険者証が届かない場合、吉井地域の
人は吉井支所市民生活課へ、それ以外の地域の人は市民
課国保年金班へお問い合わせください。
■問い合わせ先

・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　勤め先や家族の健康保険にすでに加入したにもかかわらず、
新しい保険証の交付が遅れたなどの理由で、赤磐市の国民健
康保険証で受診した場合や、日付をさかのぼって赤磐市国民
健康保険をやめた場合などは、赤磐市が病院などへ支払った
保険給付費（医療費）を返還していただく場合があります。
　これは、赤磐市の国民健康保険証で受診したことにより、本
来は受診日当日に加入していた健康保険が負担するはずの保
険給付費（7割〜9割）を赤磐市が支払ったためです。
　返還が必要な医療費があった場合は、世帯主あてに送付す
る納付書で赤磐市へ返納していただき、その返納した金額を
受診日当日に加入していた健康保険へ改めて請求しなおして
いただきます。
■問い合わせ先

・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

赤磐市まちづくり審議会委員を募集します

～地域の子どもは地域で育てる～
青少年健全育成ブロック会議
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農業委員の選任について

学力向上検証に向けた産官学連携・協力協定

　市では、在宅でひとり暮らしの高齢者や身体障害者の人な
どに、急病・火事などの緊急事態が発生した場合の迅速な
対応と、日常生活の不安解消を図るため、緊急通報装置を
設置しています。この装置は、ボタンを押すだけで市消防本
部につながり、救助を求めることができるものです。
■対象

・75歳以上のひとり暮らしの人
・65歳以上の虚弱なひとり暮らしの人
・ひとり暮らしの身体障害者の人で、緊急事態に機敏に

対応することが困難な人
・高齢者2人世帯で、病弱なため緊急事態に機敏に対応

することが困難な人
■利用料
　設置費用（約13,000円 ※設置場所などによって異なりま
す）、基本料金およびダイヤル通話料は自己負担になります。
■その他
　緊急時に連絡をとることのできる近所の協力員を3人確保
していただく必要があります。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
■問い合わせ先

・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

　もし災害が発生したら、高齢者や体の不自由な人などは、
安全な場所への避難などが困難なことが予想されます。災
害時に支援を希望する人とその人の支援者を事前に登録し
て、地域で助け合うことで、被害を抑えるのが赤磐市災害時
要援護者支援制度です。
　この制度は本人の同意をもとに、いつでも登録することがで
きるので、登録希望者は市かご自分の地域の民生委員に申
し出てください。後日、調査にうかがいます。
■災害時要援護者とは
　災害発生時に、何らかの理由で情報収集や安全な場所
への避難が困難な人を言います。具体的には「ひとり暮らし
の高齢者」「高齢者のみの世帯」「障害者」の人たちなどが
対象となります。
■問い合わせ先　
・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374

緊急通報装置を貸し出しています

ご存じですか？
赤磐市災害時要援護者支援制度

　2年4カ月にわたり農業委員として活
動した平島紘一さんが6月25日で退任
し、岡山東農協からの推薦を受け、新
しく長島福夫さん（南方）が委員として
市長から選任されました。
■問い合わせ先

・本庁農林課　☎955-6174

　7月8日に、赤磐市と岡山大学、株式会社ベネッセコーポレー
ションの三者が、学力向上に向けた産官学連携協力協定を
締結しました。
　赤磐市の子どもたちの学力の向上を図るためには、現在進
めている授業改革・授業改善だけでなく、補充学習や自主学
習を充実し、子どもたちの学習意欲の向上や学習の習慣化を
図ることが重要であると考えています。しかしながら、子どもた
ちの補充学習や自主学習を充実させる方法については十分
な研究がない中、岡山大学大学院教育学研究科の寺澤孝
文教授（寺澤研究室）は、全国的にも先進的な研究を進め、こ
の分野で高い評価を受けています。また、寺澤教授と株式会
社ベネッセコーポレーションは学習教材や評価の方法につい
て連携を始めており、この産学の連携は県下では例を見ませ
ん。
　今後は、寺澤教授が開発した学習ドリルと株式会社ベネッ
セコーポレーションが開発したタブレット端末を活用した補充
学習を実施し、子どもたちの学習意欲の向上や学習習慣の
定着を図るための検証事業を9月から1年間モデル校を指定
して開始します。そして、赤磐市は効果検証の結果をもとに、
平成28年度以降、必要な学校や学級に対して、学習ドリルや
タブレット端末の導入を検討します。
　なお、タブレット端末の利用につきましては、個人認証番号

（ID）のみを用いて行いますので、ご安心ください。
■問い合わせ先
・教育委員会学校教育課　☎086-955-0972
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■支給対象者
⃝平成26年度分の市民税が課税されていない人

※市民税が課税されている人の扶養親族である場
合などは除きます。

■支給額
⃝１人につき10,000円
⃝次にあてはまる人は１人につき5,000円を加算

＜加算対象者＞
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金など

の受給者で、平成26年３月分の受給権があり、４
月分または５月分の年金の支払いがある人

・児童扶養手当、特別児童扶養手当、障害児福祉手
当、特別障害者手当などの受給者で、平成26年１
月分の手当を受給している人

※申請書が届いていなくても支給要件を満たすと思われる
場合は、「給付金窓口」へお問い合わせください。

※２つの給付金の両方の支給要件を満たす場合は、臨時福祉
給付金のみが支給されます。

■支給対象者
⃝平成２６年１月分の児童手当または特例給付の受給

者で、平成２５年の所得が児童手当の所得制限限度
額未満の人

■支給額
⃝平成２６年１月分の児童手当または特例給付の対象

となる児童１人につき10,000円

■申請方法に関する問い合わせ先
　・本庁社会福祉課「給付金窓口」　　☎955-1267

　・本庁社会福祉課　　　　　　　　☎955-1115

■制度に関する問い合わせ先
　・厚生労働省専用ダイヤル 　　☎0570-037-192

臨時福祉給付金
所得の低い人の負担を緩和

子育て世帯臨時特例給付金
子育て世帯の負担を緩和

振り込め詐欺にご注意ください!!
　市などが臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給
付金の手続きに関する手数料の支払いや振込を求めた
り、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いしたりする
ことは絶対にありません。不審な電話などがあった場合
は、すぐに市の窓口または警察署に連絡してください。

給付金の受け付けは
10月1日㈬までです
　7月から臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の申
請を受け付けています。支給対象となる人は10月1日㈬までに
申請してください。
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■各検診内容および対象年齢（表1）

検診名 対象年齢
集団検診 個別検診（医療機関）

実施時期
検診料金

実施時期
検診料金

69歳以下 70歳以上 69歳以下 70歳以上
胃がん検診

（胃レントゲン撮影） 40歳以上 10月～１１月 1,300円 400円 6月～１2月 3,290円 1,100円

大腸がん検診
（検便検査） 40歳以上 9月 300円 100円 実施なし

肺がん検診
（胸部レントゲン撮影） 40歳以上

9月～10月

無料

実施なし（喀
かくたん

痰検査） 800円 300円
結核検診

（胸部レントゲン撮影） 65歳以上 無料

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 6月
※1

1,200円 400円 6月～１2月 2,160円 700円

乳がん検診
（視触診） 30歳以上の女性 7月～8月

※1
600円 200円 6月～１2月 900円 300円

（マンモグラフィ）
40歳以上の女性

＜40歳代は2方向、
50歳以上は1方向＞

7月～9月

40歳～49歳
1,800円

50歳～69歳
1,100円

400円 6月～１2月

40歳～49歳
1,400円

50歳～69歳
1,300円

500円

（視触診とマンモ
グラフィ併用） 実施なし 6月～１2月

40歳～49歳
2,200円

50歳～69歳
2,100円

700円

前立腺がん検診
（血液検査） 50歳以上男性 10月～１１月 600円 200円 実施なし

肝炎ウイルス検査
（血液検査）

40歳以上70歳以下の
人でこの検査を受けた
ことのない人

10月～１１月 600円 200円 6月～１2月

特定健診併用
1,400円
肝炎単独
2,500円

特定健診併用
500円

肝炎単独
800円

特定健診 40歳以上74歳以下の
赤磐市国保加入者 10月～１１月 1,300円 7月～１2月 1,700円

健康診査 後期高齢者医療受給者 10月～１１月 500円 実施なし

●持参品と個別検診実施医療機関（胃がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、肝炎ウイルス検査）については「広報あかいわ6月号」でご確認ください。 
●乳がん検診（マンモグラフィ）、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検査の問診票は、検診会場で当日ご記入ください。  
●個別検診で岡山市内で子宮頸がん検診を受診する場合と肝炎ウイルス検査を受診する場合は受診票を担当課窓口にて交付しますのでお申し出ください。
※１　今年度の子宮頸がん検診と乳がん検診の視触診の集団検診はすでに終了しました。受診がまだの人は、個別検診で受診してください。
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り
禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ
】

生活習慣病に
関するもの
49％

その他
36％

悪性
新生物
15％

生活習慣病に
関するもの
56％

その他
41％

悪性新生物
3％

糖尿病
1.0％
高血圧
性疾患
0.4％

慢性閉塞
性肺疾患
0.8％

肝疾患
1.3％

腎不全
1.9％

不慮の事故
4.2％

自殺 2.1％

結核
0.2％

その他
15.8％

老衰 8.3％

悪性
新生物
25.7％

心疾患
13.9％肺炎

11.8％

脳血管
疾患
11.4％

大動脈瘤
および解離
1.2％

図3　医療費割合 図2　件数割合 図1　死因別死亡者数割合
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　６月30日、赤磐市消防本部にて消防協力者に対
する感謝状の贈呈が行われました。
　感謝状を受け取った小倉保さん、前田秀也さん
は、６月５日午前７時30分ごろ赤磐市穂崎地内で発
生した建物火災現場で、２階に取り残された家人を
助けるためはしごを用意し救出を試みました。部屋
には煙が充満し炎も迫っていたため救出には至り
ませんでしたが、到着した消防隊がそのはしごを利
用して家人を救出しました。救出と同時にこの部屋
が炎に包まれたため、はしごがかけられていなけ
れば救出は困難だったと消防隊は語っていました。

T

タウン・トピックス

2014.6 ▶ 2014.7

家人を助けるためはしごを用意し救出を試みる
消防協力者へ感謝状贈呈

　７月５日、中央公民館で、市と男女共同参画団体
ネットワークの共催による男女共同参画講演会が開
催されました。
　ポレポレの皆さんによる美しい歌声の合唱に始ま
り、講師に声優で歌手の佐久間レイさんをお迎え
し、「みんな笑顔の講演会～思いやる心を考える
～」と題して講演が行われました。
　自身の経験をもとに、つらく苦しいとき「一瞬先
は光」、「人生は楽しませごっこ」など心の支えとな
る言葉をかけてもらったことや、想像力を養ってい
くことで、自分以外の誰かのことも大事にできると
の講演でした。後半の「語り」では、ひとり朗読劇
を披露し、会場は泣いたり笑ったりと盛り上がりま
した。
　参加者からは、「自分を見つめなおす機会にな
った」「心のストレッチは必要だと感じた」などの感
想が寄せられました。

心をやわらかくしなやかに心のストレッチ
男女共同参画講演会

　山陽西小学校では、代表委員会が中心となって
ペットボトルのキャップを集めるボランティア活動
に取り組みました。たった２週間ではありましたが、
4770個のキャップを集めることができました。
　７月14日、「赤磐市女性の会」への贈呈式を開催
し、児童代表が女性の会の代表４人にキャップを手
渡しました。女性の会によると、「これだけのキャッ
プがあれば発展途上国の子どもたち５人分にワクチ
ン接種ができる」とのことでした。山陽西小学校で
は、引き続き校内にコーナーを設けて、ペットボト
ルのキャップ集めに取り組みます。

みんなで集めたエコキャップ
エコキャップ贈呈式
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7月25日、小瀬木で、被災地復興を願って活動している
「熊山ひまわりプロジェクト」の皆さんが、「田原用水
組合」の所有地を借りて、ヒマワリの苗植えを行いまし
た。この日は、とよた保育園の園児も参加。「早く大き
くな あれ」と、2 ㌢
ほどの苗を大切に
植えていました。開
花は10月ごろの見
込 みで、種は福 島
県内に送られます。

　子宮頸がん検診に合わせて、愛育委
員協議会が女性のがん予防街頭キャ
ンペーンを実施しました。
　市内各地域のスーパーなど５店舗で、女性がん検
診のＰＲ、触診モデルでの乳がん自己検診の体験、
女性がん検診の啓発パネル展示などをし、たくさん
の人に女性がんのことを知ってもらえるように、愛
育委員が買い物に来た女性に声をかけました。
　市では、12月まで子宮頸がん検診、乳がん検診
の個別検診を実施しています。自分のために、そし
て家族のためにも、検診を受診して早期発見、早期
治療に努めましょう。
　がん検診については23ページにも記事がありま
すのでご覧ください。

愛育委員が女性がん予防・検診受診をＰＲ
女性のがん予防街頭キャンペーン

　７月12日、吉井会館で市民総ぐるみで交通事故・
交通違反ゼロを目指す、交通安全推進大会が開催
され、約200人が参加しました。
　開会アトラクションでは、仔の葉の会が傘踊りを
披露。式典では、交通安全功労者への感謝状の贈
呈や、交通安全宣言が行われ、参加者全員が交通
事故や交通違反の撲滅に向けて決意を新たにしま
した。続いて、赤磐警察署交通課山田啓史課長が、
「事故事例と教訓－交通事故の現場から－」と題し
て講演を行いました。
　市内の事故状況は依然厳しいものです。交通ル
ールを守り、交通安全意識を高めましょう。

交通事故・交通違反ゼロを目指して
赤磐市交通安全推進大会開催

▶ヒマワリの苗植えをした日は、３５度を超える猛暑
日。ハロゲンヒーターを体に当てられているような暑さ
で、汗だくになりながらの取材でした。まだまだ暑い日
が続きますので、みなさん熱中症に気を付けてお過ご
しください。（藤原）

▶青色防犯パトロール出発式を取材し、赤磐が皆さん
にとって今まで以上に安心して過ごせるまちになれば
と思いました。（栗政）

今 月 の 表 紙

編 集 者 の つ ぶ や き

　７月17日、市役所駐車場で、市と教育委員会が運行
する青パト（青色回転灯を装着して防犯パトロールを
行う車）が集まり、出発式を行いました。
　これらの青パトは、職員が普段使用している公用車
に青色回転灯を装着したもので、その台数は、これま
で教育委員会が登録していた３台に、市が新たに登録
した10台を加えて13台となりました。
　市と教育委員会は、地域の犯罪抑止や市民の防犯
意識の高揚を目指して防犯パトロールを拡充し、不審
者や少年非行に目を光らせながら犯罪を未然に防ぐ
とともに、事件･事故の速やかな発見につなげます。
　出発式では、赤磐警察署の中山優署長から「パトロ
ール実施者証」が友實武則市長に手渡され、職員が
「犯罪のない赤磐市を築きたい」と決意表明を行った
後、一斉に市内のパトロールに出発しました。

地域の犯罪抑止や市民の防犯意識の高揚を目指して
青色防犯パトロール出発式
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１１月号は９月１６日㈫が
記事の締め切りです。

　

お
や
じ
た
ち
の
青
春
で
あ
る「
山
陽
テ

ケ
テ
ケ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
懐
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日
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今
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例
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ャ
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催
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収
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仕
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原
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之
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４

投稿

荒嶋  修吾 くん
（仁堀東）

平成24年8月14日生まれ

◎お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎
える3歳までのお子さん（10月・11月生まれ）の写真をお
待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却はあり
ません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 
⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏
名 ⑩簡単なコメント（30字程度） を添えてください。締
め切りは９月16日㈫までです。

［あて先］
〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課
E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

いつも笑顔いっぱい、
ありがとね。

お母さんの
久美子さんから
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33

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
・

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
２
０
１
４
年

夏
季
招
待
大
会
で
金
メ
ダ
ル

　

６
月
６
日
か
ら
８
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
と
グ
リ
フ
ィ
ス
公
園
に
、
20

の
国
と
地
域
か
ら
選
手
団
約
１
８
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
開
催

さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏

季
世
界
大
会
の
プ
レ
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
日
本
か
ら
８
人
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鳥
羽
哲
平
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
の

１
５
０
０
㍍
と
５
０
０
０
㍍
に
出
場
。
身

長
１
６
０
㌢
の
鳥
羽
さ
ん
が
、
２
㍍
近
く

あ
る
選
手
と
並
ぶ
と
、
勝
ち
目
は
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
ト

直
後
こ
そ
大
き
な
ス
ト
ラ
イ
ド
で
差
を
つ

け
ら
れ
た
も
の
の
、
一
心
に
追
い
つ
き
、

追
い
越
し
、
最
終
的
に
は
独
走
状
態
で

ゴ
ー
ル
。
見
事
、
２
つ
の
競
技
と
も
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
に
は
、
こ
の
金
メ
ダ
ル
の
報

告
に
市
長
室
を
訪
れ
た
鳥
羽
さ
ん
。
友
實

市
長
か
ら「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、「
金
メ
ダ
ル

が
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。
す
ご
く
が
ん

ば
っ
た
。
次
も
ま
た
出
た
い
。」
と
力

強
い
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ご
両
親
は
、「
息
子
は
、
重
度
の
知

的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
と
い
う
障
害
を

持
っ
て
い
ま
す
。
障
害
に
対
し
て
は
マ

鳥
羽  

哲
平 

さ
ん 

（
和
田
）

イ
ナ
ス
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち

ま
す
が
、
障
害

は
、
決
し
て
マ

イ
ナ
ス
で
は
な

く
、
む
し
ろ
根

気
強
さ
や
、
律
儀
さ
と
い
う
面
で
は
、
定

型
発
達
に
な
い
素
晴
ら
し
い
部
分
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
た
ゆ

ま
ず
努
力
を
し
続
け
る
彼
は
、
私
た
ち
夫

婦
の
誇
り
で
す
。」
と
、
明
る
く
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
※
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
と
は
、
知

的
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
そ
の
成
果
の

発
表
の
場
で
あ
る
競
技
会
を
、
年
間
を
通

じ
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組

織
で
す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

は
非
営
利
活
動
で
、
運
営
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
善
意
の
寄
付
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

市への寄付金を市長へ手渡す鳥羽さん。
市長から感謝状が贈られました。

広
報

あ
か

い
わ
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